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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・本日より一泊二日でニ班の職員旅行です。土曜日、振り替え出勤となられたスタッフは、ワックス掛けを行っていきましょう。

・本日より巴勇樹様がデイナイトケア利用開始です。

・WRAP研修会については6/28締め切りですので、参加希望の方は早めに申し出てください。

＜利用者様情報＞

・細越　定生　様～デイケアプログラムの方向性についての不満をスタッフに訴えている。口調荒く話しており、スタッフの説明に納得していない様子あり。

・寺沢　彩　様　～北村様とのトラブルについて、「今後、北村様とは一切関わりたくない。」と憤慨した様子でスタッフに話している。スタッフが仲介し北村様と話し合う必要がある事を伝えると「イライラを抑えられなくて、怒ってしまうと思う。」と話される為、言いたいことを紙に書き出していただいている。言っても良い事、悪い事をスタッフが判断することを伝えると了承されている。早めに解決した方が良い為、北村様へ7月の第2週頃に話し合いの場を設けたいことを連絡する予定。

・繁名　和恵　様～11時頃嘔吐をしたとの報告があり。その後身体不調を訴えることがあるが、過度になる事なく、落ち着いて作業療法に取り組んでいる。

・倉橋　生子　様～昨晩22時半に隣室である稲垣様のラジオの音がうるさいと苦情があり、青風荘スタッフが介入している。23時に再びラジオの音がうるさいとスタッフへ不満を言い、自室へ戻っているが翌朝は稲垣様を気にする様子はみられていないとの事。

・稲垣　ふき　様～倉橋様の苦情を受けてすぐにラジオ・照明を消している。その後再びラジオを高い音量で付けてトイレに行っており、倉橋様より苦情あり。青風荘スタッフより注意すると、的外れな返答をしている。倉橋様はスタッフに伝えるという配慮をしている中、自身が改めないのはどうなのか？と問うが、「はい、はい」と煩わしそうにしているとの事。

・巴　勇樹　様　～本日よりデイナイトケアの利用開始。喫煙時間、本数は守る事ができている。時折、大笑いをしている為声を掛けるが「何でもない。」と話される。

・高島　吉太郎様～昨日から引き続き反応の鈍さあり。歩行時のふらつきや表情の硬さはみられず、バイタルサインの異常なし。

＜事例検討＞

鹿原　博夫様　（52）　主病名：統合失調症　

検討内容目標・経過の評価
長期目標病状を安定させ、現状を維持した生活を送る。
中期目標①奇異な行動が目立つ際にはその都度、自己の振り返りを促し、落ち着いて過ごせる

う繋げていく。

②困った事や不安な事があった場合には生活状況を確認しながら、その都度面談をしていく。
短期目標①奇異な行動が目立つ際にはその都度声をかけ、現実との区別をする。

②不安や困った事などがある際には遠慮せず自己表現をし、対処法について共に検討していく。

現状

・強い口調での独語は現在も聞かれている（浴室・ロッカーにて一人でいる時）。

　頻度はばらばらで傾向としては週末に多く感じられる。

・スタッフから声を掛けると、穏やかに返答している。

　独語が目立っている時には、声掛け終了後すぐに独語することもある。

・手続きに関してはわからないことがあると、自分から声を掛けて確認できている。

・時折他メンバーを睨みながら独語をしていることがあるが、不満等の訴えはない。

・ナイトケアでは居眠りをしている様子が目立っており、疲労感の訴えがある。

・今後のことについては現状維持を希望している。疲労がある際には自ら休息をとれている。

・ナイトケアでも調理プログラムでは率先して取り組んでいる。

うみねこ幸房からの情報提供

・建物の中では大声の独語は見られないが、小声での独語はある。しかし、屋外を歩く際には大声でも独語が時折見られている。

・仕事の取り組みは良好で能力も上がっている。独語や歩き回ることもない。時間があるときには自ら草取りをする等、仕事に集中し、支障ない様子。スタッフの援助は必要ない。

・以前は人前で横になる事はなかったが、2年程前から人前でもソファで横になっている。年齢が上がり、疲れやすくなってきている様子。

・体調のコントロールはできており、必要時に休む事ができている。

・農作業など、急な出来事に対応できている。

・パン作りは衛星面に気を遣う等の理由から「やりたくない、無理。」と話している。

　調理は、ナイトケアでの月1回の調理プログラムで楽しんでいただく程度が合っているのではないか。

・真面目に仕事をしていない利用者に対しての不満は気心知れているスタッフに話すことが時折ある。自分自身の不安は感じていない様子で、自ら話す事はない。

検討結果

・今後については現状維持を希望している。必要時にうまく休み、病状の変化の観察を行う。

・不満等は触れられたくない様子がある為、聞き出すというよりは違う話題で気をそらす方法で接する。

＜外来情報＞

・冨田　紀子　様～股がかゆいとの訴えあり、デルモゾールGが処方。

・古舘　正行　様～6/20の脳波検査の結果、多少異常有りとのことだが、特に心配なく様子観察をしていく。

・山田　健次　様～イオンデイサービスを週3回利用しており、気に入っている様子。

・前野　義勝　様～右足下部にタコを切って欲しいとの事で切っており、スピール膏を貼り対応している。また腹部の張りを気にしており「FK散が膨らんでお腹が張っている。」と話すが、膨らまないこと、BMI34で太り過ぎであることを伝えている。

・平　　康子　様～腰痛は最近良くなってきているとの事。ロキソプロフェンの処方は必要ないと話されている。

